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最　優　秀　賞　（３名）

 この防火ポスターは、春の全国火災予防運動行事の一環として、管内小中

学校の児童、生徒に制作していただいたものです。

　子供たちの「火災予防」の願いが込められた、すばらしい作品ばかりです。

『火災予防』の願い込め『火災予防』の願い込め

☆参加人員 ２,１０２人
☆出 展 数 ２５９点
☆入 賞 数 ８４点
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　消防組合では、匝瑳市横芝光町危険物安全協会と一体となり、高齢者世帯等への住宅用火災警報器
（以下、「住警器」という。）設置促進事業を展開しています。総務省消防庁の調査では住宅火災による
死者は、その７割以上が６５歳以上の高齢者となっており、高齢者を中心とした死者の発生を防止す
るためには、火災を早期に発見することのできる住警器の設置が非常に効果的であると考えます。
　本事業は、法令により設置が義務付けられた住警器の取り付けが困難な６５歳以上の高齢者に対し
て、取り付け作業を支援することで、住宅防火対策の強化を図ることを目的としています。取り付けはシルバー人材セン
ターに委託し、作業費用は一切かかりませんが、住警器は事前に自費で購入をお願いします。

作 品 入 賞 者防火ポスター展防火ポスター展第42回

高齢者世帯等への住宅用火災警報器取り付け支援について

【お問合せ等】
消防本部予防課（協会事務局担当）　℡0479-72-1916　申込受付は、土・日・祝日及び年末年始を除く午前９時から午後５時まで。
※本事業に便乗した悪質な訪問販売等にはご注意下さい。
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【10年を目安に交換しましょう】
　住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで、火災を感知しなくなることがあるため、とても危険です。
【設置時期を調べるには】 
　火災警報器を設置したときに記入した「設置年月」、または、本体に記載されている「製造年」を確認してください。
【ご注意ください】
　火災警報器の種類によって、細かい注意点が異なります。製品に附属している取扱説明書を必ずご覧ください。
　お手入れや作動確認は、高所での作業となり、転倒や落下などの危険があります。安定した足場を確保して、作業を行ってください。
　廃棄する際は、本体と電池を別にし、お住まいの各自治体が定める条例に従ってください。

お宅の住宅用火災警報器は大丈夫ですか？

感震ブレーカー
が効果的です！

電気火災対策を！地震による

平成20年の義務化から、
約10年が経ちます

ボタンを押す、またはひもを引いて作動確認をします。
● 定期的に家族で火災時の警報音を確認しましょう。

正常な場合は？
正常をお知らせするメッセージまたは火災警報音が鳴ります。

注）警報音はメーカーや製品により異なります。

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー
火事です

音が鳴らない場合は？
電池がきちんとセットされているか、ご確認ください。

・・・ しーん

●それでも鳴らない場合は、「電池切れ」か「機器本体の故障」
　です。取扱説明書をご覧ください。

火災警報器

そろそろ交換時期では
ありませんか？

危険物取扱者試験（予定）

消防本部予防課 ☎0479－72－1916

危険物取扱者保安講習（予定）

（３年に一度の法定義務講習）
●講習日…平成３１年１０月頃（予定）
●給油取扱所関係の免状所持者で危険物取扱作業に従事
している者…午前のみ受講
●その他（一般）の危険物施設の免状所持者で危険物取
扱作業に従事している者…午後のみ受講
●講習会場（未定）

甲種防火管理者講習（予定）

●新規講習…平成３１年度は香取市にて開催予定
●講習会場（未定）

●試験日…（前期）平成３１年６月頃（予定）
 （後期）平成３１年１１月頃（予定）
●試験会場（未定）
●試験種別…甲種・乙１類～乙６類・丙種

お問い合わせ先

消防関係の資格取得と主な講習会

東日本大震災における本震
による火災全111件のうち、
原因が特定されたものが
108件。
そのうち過半数が
電気関係の出火で
した。
※日本火災学会誌「2011年東日本大震災　火災等調査報告書」より作成

電気関係
（58件）

54％
その他
（50件）

46％

火災予防について

分電盤に内蔵されたセンサーが揺
れを感知し､ブレーカーを落とし
て電気を遮断。

分電盤に感震機能を外付けするタ
イプで､漏電ブレーカーが設置さ
れている場合に設置可能｡

コンセントに内蔵されたセンサー
が揺れを感知し､コンセントから
電気を遮断。

電気工事が必要なタイプと､コンセ
ントに差し込むだけのタイプがある

ばねの作動や重りの落下によりブ
レーカーを落として､電気を遮断。

電気工事が必要

約5～ 8万円（標準的なもの）

（注）住宅分電盤の種類に適した商品をお選びください。

約2万円 約5,000円～ 2万円 3,000円～ 4,000円程度

電気工事が必要 電気工事が不要

【感震ブレーカーの種類】

感震ブレーカーを設置して
電気火災から「家」・「地域」を守ろう。
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入賞入賞入入入入入入入入入入入賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞入賞
関東大会出場

関東大会出場
東関東関東関東関東関東大会大会大会大会大会大会大会大会大会大会
関東大会
場出場出場出場出場出場出場

看護師救急車同乗実習

救助技術千葉県大会入賞、及び関東大会出場救助技術千葉県大会入賞、及び関東大会出場

ロープブリッジ救出　第２位
↑左から　仲田・森・土屋・椎名隊員
ロープブリッジ救出　第２位

↑左から　仲田・森・土屋・椎名隊員
ほふく救出　第３位

↑左から　古瀬・佐藤（竜）・入戸野隊員
ほふく救出　第３位

↑左から　古瀬・佐藤（竜）・入戸野隊員

千葉県大会にて 関東大会にて（印西・旭・匝瑳消防）

　平成３０年７月９日、１０日、１３日、１７日、１８日の５日間、旭中央病院の看護師さん
５名が、当消防組合匝瑳消防署において救急車同乗実習を行いました。実習期間中は猛暑の中、
多い日は４件の救急出動があり、救急隊と共に現場活動をする中で、医療機関の選定・傷病者
搬送について認識を深めました。

　平成３０年５月２２日千葉県消防学校で、第４３回消防救助技術千葉県大会が行われました。当消防本部は５種目
２２名が出場、２チーム７名が入賞し、内１チームは７月５日に東京都で行われた第４７回関東大会に出場しました。

（４）第 42 号 消 防 広 報 1 1 9 だ よ り
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消 防 本 部
匝瑳消防署
横芝光消防署
野 栄 分 署
合　　　　計

平成２９年４月１日
　２２人
　４０人
　２７人
　２０人
１０９人

平成３０年４月１日
　２１人
　４１人
　２７人
　２０人
１０９人

１　職員の任免及び職員数に関する状況
　ア　署所別職員数

採用者数
０人

退職者数
０人

　イ　採用・退職者　平成２９年度採用及び退職した職員の状況

給　料
２８６,８５８円

手　当
６８,４４３円

合　計
３５５,３０１円

３　職員の給与の状況　基本給与の平均月額（平成２９年４月現在）

区　　　分

厚　生　制　度

共　済　制　度

公務災害補償制度

項　　　　　　　　　　　　目
・定期健康診断など
・匝瑳市横芝光町消防組合職員親交会が実施する補助・給付事業など
・千葉県市町村職員互助会が実施する給付・福利厚生事業など
退職共済年金・障害共済年金・遺族共済年金の支給、健康保険、出産一時金・埋葬料の給付
疾病予防（人間ドック補助など）の実施
公務上・通勤途上の負傷・疾病に対する療養補助・休業補償・障害補償・遺族補償

注１　「勤務条件に関する措置要求」とは、公平委員会に対し、職員が給与・勤務時間などの勤務条件に関して、消防組合が適切な措置を講ず
るよう要求できる制度です。

　２　「不利益処分に関する審査請求」とは、職員が懲戒処分などの不利益処分を受けた場合で不服があるときに、公平委員会に対し審査請求･
異議申立てができる制度です。

区　　　分
該当の有無

勤務条件に関する措置の要求
無

不利益処分に関する審査請求
無

11　公平委員会の業務状況

一週間の勤務時間

勤　務　時　間

休　　　　　日

休　　　　　暇

３８時間４５分
・毎日勤務の職員 消防本部（警防課指令班の職員を除く。）の職員、署長
 ７時間４５分（８時３０分～１７時１５分）
・隔日勤務の職員 分署長、消防署（署長を除く。）の職員及び警防課指令班の職員
 １５時間３０分（８時００分～翌日の８時００分） 
・毎日勤務の職員 土曜日、日曜日、祝日、年末年始
・隔日勤務の職員 ４週間を通じて８日間
年次休暇、療養休暇、特別休暇、看護休暇

４　職員の勤務時間・勤務条件の状況

人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況

５　職員の休業の状況
　育児休業取得者数（子が３歳になるまで。無給）０人
６　職員の分限・懲戒処分の状況
　ア　分限処分　０人　　イ　懲戒処分　０人
７　職員の服務の状況
　地方公務員法により、信用失墜行為の禁止・秘密を守る義務・職務専念義務・政治的行為の制限・争議行為の禁止・営利企業等の従事制
限などの義務規定・禁止規定が定められています。
８　職員の退職管理の状況
　ア　職員の退職管理について
　平成２８年４月１日施行の改正地方公務員法により、職員の退職管理に関し、元職員による現職職員への働きかけを禁止するなどの規
制が開始されました。
　これに伴い、「匝瑳市横芝光町消防組合職員の退職管理に関する条例」等を制定し、適正な退職管理に取り組んでいます。

　イ　再就職者による依頼等の規制
　元職員が本消防組合を離職後に営利企業等に再就職した場合、離職前５年間又は管理監督の地位に就いていた間の職務に関するものに
関し、現職職員への働きかけ（契約や処分の依頼・要求）を行うことが離職後２年間禁止されます。（在職中に自らが決定した契約等の事
務については、期限の定めなく禁止されます。）

　ウ　再就職情報の届出
　管理監督の地位に就いていた元職員に対しては、本消防組合を離職後２年間、営利企業等に再就職した場合に任命権者へ届出を行うこ
とを義務付けています。

９　職員の研修の状況
　職員の能力の向上を図ることを目的に、消防大学校及び千葉県消防学校における研修並びに病院における救急隊員及び救急救命士の研修
など業務の専門研修受講のために研修機関に職員を派遣するとともに、講師を招いて研修を実施しています。

２　職員の人事評価の状況
ア　職員がその職務を遂行するに当たり発揮した能力及び挙げた業績を公正に把握することで、職員の主体的な職務の
遂行及びより高い能力を持った公務員の育成を行うとともに、能力・実績に基づく人事管理を行うことにより、組織
全体の士気高揚を促し、公務能率の向上につなげることを目的として人事評価を実施しています。 

イ　能力評価（職務遂行課程において発揮された職員の能力を評価）と業績評価（職員があらかじめ設定した業務目標の
達成度等を評価）により実施しています。 
ウ　職員の任用、分限その他の人事管理の基礎として活用します。
エ　評価期間 ４月１日から３月３１日まで

匝
瑳
市
横
芝
光
町
消
防
組
合

10　職員の福祉及び利益の保護の状況
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の
皆
様
に
消
防
の
各
種
情

報
等
を
、
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
共

に
発
信
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
、

よ
り
一
層
の
防
火
・
防
災
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
消
防
組
合
の
業
務
遂
行

に
、
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

１
１
９
だ
よ
り
発
刊
ご
挨
拶

TEL 0479-72-0119
FAX 0479-72-1119

災害区分
火　　災
救　　急
救　　助
災　　害
救急支援
合　　計

匝 瑳 市
２２

１,７５７
１６
５６
３１４

２,１６５

横芝光町
１９

１,１１３
２３
３７
１６２

１,３５４

小　　計
４１

２,８７０
３９
９３
４７６

３,５１９

管　　外
２
１５
２
１
０
２０

合　　計
４３

２,８８５
４１
９４
４７６

３,５３９

（単位．件）

AEDの設置に
ご協力を

平成30年消防活動統計

　ＡＥＤの設置台数は着実に増加傾向にあり、
突然の心停止に居合わせた住民による、ＡＥＤ
の使用で尊い命が救われた事例も数多くあり
ます。ＡＥＤの設置
にご協力をお願い
いたします。ＡＥＤ
の使い方などを教
える救命講習を開
催していますので、
お近くの消防署へ
お問合せ下さい。

　ＡＥＤの設置台数は着実に増加傾向にあり、
突然の心停止に居合わせた住民による、ＡＥＤ
の使用で尊い命が救われた事例も数多くあり
ます。ＡＥＤの設置
にご協力をお願い
いたします。ＡＥＤ
の使い方などを教
える救命講習を開
催していますので、
お近くの消防署へ
お問合せ下さい。

消防長

　岡 一明

「メール119」
　聴覚や言語に障害のある方
も、携帯電話やインターネット
端末、またはＦＡＸを使用して、
１１９番通報ができます。 

　また休日当番医などの照会も行っておりますので、ぜひご活
用下さい。なお、市町の広報誌でもお知らせしています。
※当消防本部ＨＰでもご覧いただけます。

各お問い合わせは警防課指令班まで

※事前に登録が必要となります。

　
平
成
三
十
年
四
月
一
日
付
け
で
、
匝
瑳

市
横
芝
光
町
消
防
組
合
消
防
長
を
拝
命
し
、

就
任
い
た
し
ま
し
た
　
岡
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
管
内
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
消
防
行

政
に
格
別
な
る
御
支
援
御
協
力
を
賜
り
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
消
防
組
合
は
、
二
消
防
署
、
一
分

署
体
制
で
消
防
車
十
四
台
、
救
急
車
三

台
で
運
用
し
て
お
り
ま
す
。
職
員
数
は

一
〇
九
名
で
、
内
訳
は
本
部
職
員
二
十

一
名
（
内
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー
派
遣
二

名
）、
匝
瑳
消
防
署
四
十
一
名
、
横
芝
光

消
防
署
二
十
七
名
、
野
栄
分
署
二
十
名

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
平
成
三
十
年
中
の
管
内
火
災
件
数
四
十

一
件
、
救
急
出
動
件
数
二
千
八
百
七
十
件

で
あ
り
、
近
隣
消
防
と
の
相
互
応
援
体
制

に
よ
る
隣
接
消
防
へ
の
応
援
救
急
出
動
件

数
十
五
件
、
応
援
を
受
け
た
救
急
件
数
は

七
十
二
件
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
は
当
消
防
組
合
の
特
別

救
助
隊
が
千
葉
県
救
助
大
会
を
突
破
し

消
防
救
助
技
術
関
東
地
区
指
導
会
へ
出

場
し
ま
し
た
。
何
時
で
も
住
民
の
要
請

に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、
職
員
の
育
成
に

努
め
、
管
内
の
皆
様
の
尊
い
生
命
を
守

る
と
い
う
消
防
の
使
命
の
た
め
邁
進
い

た
す
所
存
で
す
。

（６）第 42 号 消 防 広 報 1 1 9 だ よ り


